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"CakesandAle''の一考察

佐 藤 孝

AStudyof @GCakesandAIe''

Takashi SATo

(昭和48年10月31日受理）

(I) lithicmen'3)を具現する口語的な物語形式がこの作

品を技法の点で第一級の作品とする要因である。

｡TheSummingUp'はMaughamの文体を解明

する重要な鍵を提供する。その中で彼は作者の特質を生

かすことが良い文章を書く秘訣であるとし，彼の場合は

それが, ･lucidity, simplicityandeuphony'

であるとの結論に至っている｡4）思想自体が明確である

ならその結果として明解な表現が生れるのに対し，言葉

の歪曲は平凡な思想の仮面であるとし，散文に適した土

壌は平易で控え目な土壌であり，同時にそれが自分の性

格に適していると考える。耳の感受性を重視しその為に

は文法的に正しい語句を犠性にすることも認めようとす

る。

彼のこの考え方は，文体の根源を経験の個人的様式に

とって必然かつ有機的なつながりのある表現とするJ.

M・Murry, ある題材に対する最良の表現手段の選択

を文体と定義するGrahamHough,更に自らを表現

する最上の方法を文体と考えるF.L・Lucasと同じ基

盤に立つ概念であり，普遍性を持っている考え方であ

る。

Maughamは英語を正しく書く努力を続け，納得で

きるところに到達したと述べているが，その文章が名文

であるとは考えていない。確かに慣用語句とclich6s

を多用する作品も幾つかある。時代性に支えられるこの

種の語句を拒承，永続性のある語句を見出すことが優れ

た作家の特質と言えるが,Maughamは意識的にその

方法を避ける。そして口語的表現を充分に作品の構成の

中に生かす努力を惜しまない。この慣用語句とclich6s

は特にcCakesandAle'のようなcfirst-person-

singular'の作品に多く，随筆，紀行文にはその用例

が少ないことからも，その使用が彼の小説技法の一つで

あると考えられる。作者の思想，感情が正確に伝達され

る時その作品の文体が存在するが，同時に文章それ自体

｡OfHumanBondage' (1915年）はMaugham

文学の頂点である。彼はこの作品では人生の一時期を卒

直に記録し，人生観，世界観を克明に語る。そして， こ

の人生観，世界観がその後の作品の底流をなしているこ

とは多くの論者が指摘するところである。しかし，小説

の手法，文体の点からMaugham文学全体を考察す

るなら｡CakesandAle'ortheSkeletoninthe

Cupboard(1930年）が最も優れていることを認めね

ばなるまい｡作者自身， 1950年版のModernLibra-

ryEditionの序文の中で，

I'mwillingenoughtoagreewithcom-

monopinionthat ｡OfHumanBondage' is

mybestwork・ Butthebookl like,best

is℃akesandAle・' 1twasanamusing

booktowrite.

と吐露し, SueJonesl)との愛が終った後も長い間

その確信は揺がず， 1959年には

@CakesandA1e' is stillmyfavourite

amongmynovel県.2）

と述べているし， 80才の誕生日の記念として豪華本を

出版していることなどからも,Maugham好承の作品

であったことが知られる。更に0OfHumanBond-

age のUncleWilliamと妻LouisaがcCakes

andAle'でHenryと妻Sophieとなって引き継が

れ, PhilipCareyがAshendenに擬せられている

事実にも， この二つの長篇を並置する作者の意気が感じ

られる。

叙述が過去のepisodeにゆるやかに進承，その

episodeの中で更に過去へと測る構成の中で，虚構の

世界が語り手の生きる現実の時間の経過と巧承に並行

し，作者の信奉するcthetelleroftalesround

thefireinthecavernthatshelteredneo-
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としての完壁さとか美しさを具える場合は少ないので

あり，ある表現が小説の構成上で適切な役割を果してい

る限り，その作者特有の文体が確立していると言えよ

う。

前述のMaughamの主張が実際の小説の枠組の中

でどのような姿を示すであろうか。小説の構成，技法と

結びつく時，彼の考えは実現しているであろうか。更

に，彼の文体が彼の人生観，世界観を表現するのに適切

なものであろうか｡技法上，最高の作品である℃akes

andAle'に焦点をあてこの点を考察することが小稿の

目的である。

に帰る。しかし短篇小説ではAA'とBは性格の違い，

美と醜，青春と老年，富と貧という対比を目的にしてい

るのに対し, ｡CakesandAle'ではこの形式をとりな

がらAA'とBの間の時間的感覚を麻揮させる技巧を加

えている。それは一つの実験小説の形をとったこの小説

の全体的な構成と情緒的，感覚的論理に支配された言語

形式から生れたMaughamの知恵であった。

二つの世界の時間的転換は40年という長い間隔を含め

11個所に承られるが，読者の心理的抵抗を避け，物語進

行上に大きな亀裂を与えない転換である｡例えばChap-
terIとⅢの間には40年の年月が存在するのだが,

ChapterⅡの終りの一節とⅢの冒頭の一節に，一つの

事物を二つの世界の中で描写する手法とか類似する場面

を並置するなどの工夫が用いられ，時間的ギャップを感

じさせない。これは菊池寛の長篇小説の各章のタイトル

がその章の内容とするものの総括になっているのは勿論

であるが次の章の内容によりふさわしく，その予告にな

るという不思議な名付け方をしているのと同趣向であ

る。この転換は，他の個所についても見出すことがで

き，いわば「記憶の暗転」とも言うべき手法である。次

に具体例をあげ考察してゑる。 (Textの頁はHeine-

mann版1966年による。）

(I)

、文体に関するMaughamの主張(TheSumming

Up･ 1938年その他）が彼の推奨する @Cakesand

Ale'においていかに具現されているか。 この作品を支

える時間的構成に関する若干の検討から始める。

この小説の叙述の時間は[AshendenとAlroy

Kearとの会合→Driffieldの伝記の資料提供の依頼

→Mrs・Driffield(Amy)の懇願→Ashendenの

Blackstable訪問→Rosieとの再会〕の経過をとる。

この叙述の時間は遅々として進行せず，読者の時間的意

識は稀薄にされる。更に虚構の世界が過去へと測り，

Ashendenの意識がそこに停滞し，小説の意識のかた

ちとしての時間は過去へと完全に移行される。 Proust

に発する意識の流れが心理の中に押し寄せる過去の思い

出を連想のおもむくままに提示するに対し， この作品に

おいてMaughamは時間の同時的進行を消失させるこ

とによってAshendenの心に生起する回想を現在の

意識の描写へと変貌させている。

.anarratorofatalearoundthefire'を標

傍するMaughamが文体に関してclucidity,sim-

plicityandeuphony'を主張するのは作品のread-

abilityを究極の目的にしている為であるが， 彼はこ

の作品ではAshendenとRosieの再会というcli-

maxを描く為にこの@readability'の生命と言える

｡irreversibilityoflogicandtime'の原則を犠

性にせざるを得なかった。その犠性を最小限にとどめ，

しかもRosieの子供の死という衝撃を強烈にする為に

Maughamは願actionsequence'とでも名付けられ

る手法を用いている。

Maughamはこの小説で短篇小説で屡々展開するA

BA′の三部形式をとって現実の描写（叙述の世界）か

ら過去の物語（虚構の世界）に移り，最後に現実の描写

①ChapterI←→Ⅲ

7)ThecurtainsWereofaheavyredrep.
(p.31)←→Isawitasthoughitwerea

sceneinaplay． (p.32)

/f)Therewasabout theroomanamusing

airof theeighteeneighties(p.31)←→

withtheirold-fashionedwaysandold

clothes(p.32)

ウ）…watercoloursofromanticscenes(p.

31）←→alandscapepaintedinoilsbya

painstakingartistsof themiddle-Vic-

torianera. (p､32)他

この手法を効果的にするには， このように多くの人々

が経験する日常的な事柄によって換起させる方法，つま

り感覚を通して心理的効果へ導く方法が必要である。

Maughamはその場合，暗示的な表現よりも日常的な

事物の描写という直裁簡明な表現に頼っている。

②ChakterⅢ←→W

ア)Mrs・Driffieldsentadignfiedletter

tothepress(p､39)←→Ireceivedalet-

terfromEdwardDriffieid'swidow､: (p.

41）
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⑥Chapter川の前半

6章にわたる40年前の回想を一気に断ち切ることは

作者にも読者にとっても抵抗がある。一度消し去った

過去の流れが思いがけず水しぶきをあげ．同じ渦が幾

度も現われることになる。

MusingthUsoverthepast(p. 107)一→

Thoughtheserecollectionshavetaken

solongtonarrate(p. 115)一→Iwas

stilloccupiedwithmyidlefancies. (p.

115）

こうして幾度か叙述の世界と虚構の世界を行き来し

て，次第に読者の心をAshendenの現在の時点へと

誘い込む。

⑦p･ 116に至って漸くKearとの約束に辿り着いた
Ashendenは彼の回想の中での疑問に現実の世界から

解答を与えようと試承る。過去の事件を現在の日常的な

空間の中に引き寄せ充分に説明を加えるのである。

ア）…thereisnoonetotakehisplace・A

fewseptuagenariansaresittingupand

takingnotice. (p. T15)－→Whocouldpos-

siblysucceedEdwardDriffield～・ I'm

notfiftyyet・Givemeanothertwenty-

fiveyears. (p. 116)

/r)If, aslthink, longevityisgenius,few

inourtimehaveenjoyed it inamore

conspicuousdegree thanEdwardDrif-

field. (p. 114)一→lt'sjustaquestionof

peggingawayandlivingonlongerthan

theothers(p. 116)

⑧Chapter刑←→Xm

次のイ）の例は現在の叙述から虚構の時間へと転換

する個所で現在のAshendenが見ている女性が回想

の中の女性へと姿を変える。Maughamにとって時

間は思索の世界において永久の可能性として止ってい

る一つの抽象概念ではなく，事実に即した構成感覚，

しかも創作過程において意識的に形態化できる体験な

のである。

7)Itwasat thatsame table that lhad

eatenmyheartybreakfastandmy

frugaldinner, readmymedicalboOks

andwrittenmyfirstnOvel. (p.138)←→

Ireadseriouslyforanhourortwo, ･･･

andafterthatwrotenovelsandplays･･･

(p・ 140)

/f)Ihavenonotionwhy, butitmademe

/r)Theyhadneverbeenableto .abide'

thesecondMrs.Driffield. (p､40)←→from

EdwardDriffield'swidow． (p･41)他

③p･ 43

7) IgaveMrs.Driffield's letterasec-

ondglance・ ぐ－－･Irememberedvividly

theluncheontowhichshereferred． (in

theletter)

'f)TherewasasoftnessinRoy'svoice.

ぐ－－ケwithnointelligenceandcharming

nlanners・

ウ）…askingmetogodownandstay(p.

42）←→Ihappenedtobestayingfora

longweek-end(p.43)

④ChapterⅣ←→V

Mr.Driffieldを訪問し意気揚揚と引き揚げる

Mrs.Hodmarch一行との雑談の中でAshenden

が何気なく話題にしたctoeathispeaswitha

knife'は次章の自転車練習の想い出に結びつく。

ア)I'vetriedoverandoveragainandl

canneverget themstayon. (p.53)←→

I triedandtried. (p.55)

/f)Youhavetobalancethemontheflat.

(p.53)←→Youenteredthegateway

withoutholdingontothehandles (p.

55）

ウ）…theyrolllikethedevil(p､53)←→l

triedseveraltimestomount, butfell

offeachtime. (p､56)他

⑤ChapterX←→m

ChapterXの終りにおけるLordGeorgeの騒

騒しい話し振りと，その中に紛れ込む格言はthe

Driffieldsの行状をAshendenに語る場面である

が，その言葉の要所要所で作者はGeorgeの話し方

に対Lて批判を加える。これは次章でDriffieldの

文体をとりあげ, Driffieldの評価へと話を進める

伏線である。

ア)IhadneverthoughtLordGeorgewere

blatant.(p､106)←→hisdialoguewassuch

ascouldneverhaveissuedfromthe

mouthofhumanbeing(p、 107)

イ）…hespokeafterthisfashion(p､106)

ぐ－－ヶaneasymixtureoftheclassicaland

slangy,…hisstyle, acquiringconver-

sationalease． (p. 107)
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効果的であったと言えよう。･ thinkofawoman…,withherotherhand

beckoning(p、 138)…←→stoodMrs・Drif=

field.…sheheldoutherhandand

shookmine…(p･ 141)

⑨ChapterXM←→X刈

ア)IIost touchwithDriffield(p.202)一一

･･･Inowlearnedroughlywhathad

happenedtoDriffield(p.203)他

ここでも現在の出来事が過去の出来事の空白を埋め

る形で存在し， 35年以上の時間を一気にAshenden

の世界に引き寄せる抵抗を柔らげている。

⑩p･203の前半←→後半

ア）…tocatchthefivetentoBlackstable

(p･203)←→hehadtravelledwithher

andBarton(p.203)

⑪ChapterXⅢ←→XXM

7)Shewroteacharming letterofcon

gratulationtoDriffield.(p.206)←→the

chauffeurhadanoteformeaskingme

tolunchwithMrs・Driffieldnextday.

(p.208)他

Mrs・Traffordの書いた手紙が時を越えて

Ashendenの手元に届けられたような錯覚を読者に

与える効果である。

(Ⅲ）

小説の会話の言語が日常生活の言語と異なるのは当然

である。小説の会話は実生活の会話を模倣するが，文学

としこの要請から小説のplotを効果的にする機能を帯

びることになる。形態上， 常にaseperatepar-

agraphをとる唯一の場合と言え,7)通常の会話に承ら

れる.therandomnessofthesubjectmatter,

thelackofanoverallcontrivedpattern,

theabsenceofanyconsciousplanning'8)

が薄れるのがその特徴である。

会話によって人物の性格を裏付ける必要のある場合，

会話にliteraryな色彩が濃厚になる。しかしGCakes

andAle'でのstoryを進行させるAshendenと

Kearの会話は没個性的であり，二人の性格を示す会話

は影をひそめている。ここではMaughamは会話を人

物描写やplotに関連させることに無関心のように思え

る。性格を出発点とするこの長篇小説にとってこれは奇

妙な現象であるが，作者は人間の性格を固定したものと

考えず，いくつかの事件に対する反応の集約とし，会話

で性格を描写するconventionに対してこの小説で一

つの挑戦を試みたと思われる。

例えば,AshendenとKearの会合で,Driffieldの

評価について意見が別れ激しい応酬が承られるChap-

terIでの会話は, Driffieldについてある一人の人

間が立場を代えて意見を述べている感があり，二人の個

性をその会話からうかがうことはむずかLい･この場面

ではnarrative, descriptiveの二つの層が巧象に

バランスをとりつつ,Maughamの文学観が具体的な

小説の表現に融け込んでいるが, first-person-sin-

gularの制約もあって会話そのものの言語は効果的と
は言えない。first-person-singlarはrealisticな

態度, pointofviewに関して功罪を判断されるべき
でこの技巧による人物の性格描写は第二義的と言えよ

う。

二人の長い会話の構成を検討してみよう。 「影響力の

ある人物に対して異を唱えると不安なのでは」という

Kearの問に対するAshendenの答, ｡Notpartic-

ularly.……insome ltalianpension'. (p､25)
は, ｢Mrs.Driffieldは私に会って喜こんだとは思

われない。」というAshendenの言葉に対するKear

の弁護の一節cOhyou'requitewrong.…l

reallyfeelsorryforher.' (p、23)と軌を一に

こうして時をへたでた「叙述」と「虚構」の描写を考

察するとMaughamの一つの特徴が明確になる。つ

まり，現在の時間の持つ可逆性，非指向性は過去の時間

の持つ定着性，即自性と対照的に捉えられるのではな

く，現在は過去の存在をつきとめることによってその存

在を保証される他者的時間なのである。彼の思惟的な時

間の観念と創作上の時間的把握の間に大きな違いのある

ことに注意したい。Maughamはこの概念を創作で実

現する為にcTheSummingUp'における主張であ

る。

Isawtheshortstoryasanarrativeof

asingleevent,materialorspiritual,

towhichbytheeliminationofevery-

thingthatwasnotessential toitselu-

cidationadramaticUnitycouldbegiv-

en.5)

を生かし, narrativeに必要なdthespeedof

events, theactualityofobjects'3)を長編にお

いても維持しようと努める。彼の表現のsimplicity,

lucidityと上記の「記憶の暗転」の手法はこの為に
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し，その論理構成は「相手の考えを否定一→その論証

（一般諭一→自分の経験を照合一→感想」である。更

にDriffieldの作家としての人気を強調するKearの

会話6Onehasto………Driffieldhascometo

stayallright.' (p.25)は自分の批評の正しさを

力説するAshendenの言葉cIthink……howMar-

iusboredme.' (p､26) と同じ論旨， 口調であ

る。また, p･ 116からp･ 131にかけての二人の虚虚実

実な会話は相手の真意をうかがおうとするAshenden

の短い言葉と， 自分の意図を小出しにする老檜なKear

の言葉という第一のpattern, 「依頼」をカムフラー

ジしAshendenの意識を袋小路に追いつめようとする

Kearの甘言と， 言質をとられまいとするAshen-

denの用心深い言葉の第二のpatternの繰り返しで

あり，二人の発話の統語のレベル，文法のレベルを支配

する思考の過程が作者自身の動因から生れでていて，叙

述の構造が類似している。二人が相反した考えを述べな

がら，その論証の構成と言語が類似していることは

HUghWalpoleが，

'Thereareinoneconversationthevery

accentsofmyvoice.’

とJ.B.Priestleyに告白したのに対し,Maugham

はWalpoleに宛てた手紙で，

,He(Kear) ismadeupofadozenpeople

andthegreaterpartofhimismyself.

Thereismoreofmeinhimthanofany
writerlknow.'9)

と述べていることからも知られる通り， この小説におけ

るAshenden-Kearの対立概念は同一人物の二

面にすぎないことを物語るものである。

一方,Mary-AnnとMrs.Hudsonの二人は人

物，会話の関連で特殊な役割を与えられている例外であ

る。Ashendenの即物的な眼はこの二人の生命の意欲

に導かれ,Rosieの拝情の世界を理解するようにな

る。AshendenとRosieの橋渡しとなる重要な立場

にあり，作者はこの二人の性格描写と会話の関連に意を

用いている。

Mary-Ann: CWe'regoin' toeat thatforour

supper・ Ifyou'dwantedasecond'elpin'

whydidn'tyou'aveonewhenyouwas

，avin'yOurdinner？， （p､64)

Mrs・Hudson: ｡Oh, I'vegotnothin'much
‐ ざ ．、

tocomplainofexceptthatl'mnotso

youngaslusedtowas. Ican'tdoso

muchaslcOuldwhenyOuWas'ere.' (p･

1弱）

このように二人の会話は!Vulgar, blatant"である

が, humanity, generosityに富む暖かな言葉で構

成され，それぞれの性格と会話が明確な姿で捉えられて

いる。

この作品に寄せるMaughamの満足感は，幻影とし

てある距離から見つめてきたSueJonesの面影を

Rosieの姿を借りて充分に描くというカタルシスによ

るものである。心の暖かさ，おだやかな気質，優れた感

覚，そして美しさの中にMaughamを包んだこの女性

はMaugham文学の中で心に最も快い印象を刻承込む

人物, ｡thesunshiningsilver' (p、 116)の存在で

ある。 cCakesandAle'はMaughamの作品の中で

暖かさを意じさせる唯一の作品と言えるが,その暖かさ

はRosieの個性から生まれ,Ashenden-Maugham

に向けられたRosieの言葉の暖かさでもある。Rosie

の会話は少ない。

Shewasneveragreattalker. Often

when, thenightbeingfine, wedecided

towalkbackfromthemusic-hallat

whichwehadbeenspendingtheevening,

sheneveropenedhermouth・Buther

silencewasintimateandcomfortable.

(p. 166)

特にAshendenとの出会いから親密になるまでの

Rosieの言葉は断片的である。 しかし直裁的な言葉で

あり，感情の底にまで及び, Ashendenを生気づける

リズム感が満ちている。

Oh,I'msorry.IknewlshouldfallOff

themomentlsaWyou． (p･56)

Ithinkbicycle，slovelydon，tyou？（p､57）

MaughamはSueの面影を心に秘め直接的ではな

く情況によって彼女の容姿，はだあい，雰囲気を表現す

る手法をとっている。彼女の周辺の人々の会話，彼女を

とりまく出来事によって次第に彼女の姿が浮かび上って

来る。そして彼女の全貌が読者の眼に映じ始めると，彼

女は視界から消え，老年の彼女とAshendenとの再会

まで姿を見せない。ところがMrs. Igguldenとして

のRosieの発話は世俗じゑた平凡な言葉であり,表現

上の丁寧さはあっても心のやさしさを見出すことはむず

かしい。Rosieが嫌悪したMrs.BartonTrafford

のsnobberyすら感じられる。

ItWasagreatblowtome・Nowoman
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couldwantabetterhusbandthanwhat

hemademe． (p.233)

エ :;I'11!tellyou･HewasalWayS:Suchaper-

fectgentleman6･(p.244) ・ ミ

極めて在り来りの語句，意志疎通の道具でしかない言

葉で, Asbendenの心に虚ろに響く。

Rosieを描くにあたって彼女の周辺に焦点を当てた

Maughamの手法は，個性は言語表現が不可能である

という断定ではなく，人間がその明確な姿を持ち得るの

は他との関係の中にある時に限られるからであって，彼

独特の手法ではない｡この手法の追求はHenryJames

に到達するであろうし， 「意識派」の人々の基軸でもあ

る。しかしMaughamはこの人をのように， この手法

を意識的に用いたのではない。人物の潜在意識を想像豊

かに描き出し,手法に新しいものを与えることを彼が注

意深く避けていることは彼の他の作品からも明らかであ

る。Rosieの発話と直接的な描写の少なさは，

Maugham自身の彼女との.親密さと蓋恥を物語るもの

である。小説の前半でのRosieの描写のつつましさに

よって一度振りはらったSueへの関心が逆に大きくな

る｡小出しに換起する描写,会話の推移によって具象化さ

れるRosieはこうして次第にAshendenとの親近性

の綱の目を織りなしてゆく｡Ashenden--Maugham

は彼女に対してのみ存在を確信することができ，

Rosieの世界は彼に新しい秩序を与える｡Maugham

の満足感は創造の過程を通して自らの中に生象出された

秩序への意欲であった。

RoS:ieの会話の表現構造は小説の内容と相即不離で

あり,-文体に関する彼の主張が見事に肉付けされてい

る。

はpracticalproseとも名付けるべき均衝のとれた

Smoothな文章である。 ” ‐

_,CakeS"andAle'の否定表現に関して①nOt, ・デ

never"hardly等の副詞,@nOne, few等，③接頭

朧接尾辞,@ImpliedNagationODoubleNe-

gationを指標にして，否定表現の総数／文の数を調べ

て承ると(I)において考察したこの小説の三つの時間

帯11)では夫々2.4文に一個所の割合で否定表現が現れ

る結果になる◎各Chapter毎にゑられる多少のばら

つき（最大：1.5文について一個所のChapterXXII,

最小：3．6文について一個所のChapterW)はこの三

つの時間という枠をはめると見事な修正を受け,見かけ

の不規則性は全体に通じる規則性の一部であることが理

解できる。無意識のうちにこのようにバランスのとれた

表現になったものか，意識的にバランスを心がけた結果

か即断は許されないが，散文にふさわしい土壌として

「常に適度であること」を主張するこの作者らしい結果

で興味深い。

否定表現は人物の性格，生き方を描写する際に効果的

に使用されている。Kearのすばらしい個性として

sincerityをあげ，小説，批評，講演，文壇での活動

の全てにわたって誠意を示めさざるを得ない彼を賞讃と

軽い椰楡の眼でみるp､12～p･16では，単純な否定表現

の合間を縫ってImpliedNegationやDouble

Negationによる肯定, ImpliedNegationと単純
否定の組合せが使用される。 AshendenはKearを

正面から紹介せず，否定的要素を含む描写でKearの

生き方を非難する描き方をとる｡MaughamのCyn-

icismは言語的には否定的言辞の多様さによるところ

が大きい。

Nobazzarlackedanautographedcopy

ofatleastoneofhisbooks. Henever

refusedtograntaninterview.……andif

hecouldhelpastrugglingjournalistto

earnafewguineaSbyhavingapleasant

chatwithhimhehadnot theinhumanity

torefuse. Hegenerallyaskedhis inter-

viewertoluncheonandseldomfailedto

makeagoodimpressiononhim. (p､14)

この筆はこびは｡TheSaturdayReview'がこの

作品の弱点として指摘したCasortofdefensive-

nessofspirit,maskedbehindhisirOnyand

reserve'12)の正しさを物語るものである。
F 凸 寺L

更にKearとBlackstableのMrs・Driffield

を訪ねる汽車の中でDriffieldとMrs・Trafford

(Ⅳ）

次に6CakesandAle'の言語的特質として否定表

現の多様性を考察したい。極めて日常的な表現形態であ

る否定の諸相を作品にあてはめ，ある作家の言語表現の

特殊性を論じることは困難であるが，否定表現が単に言

語習慣という現象に終らず，作品のplotに関連する場

合その表現を言語事実として記録し,作品の分析の手が

かりとする試象は許されるであろう。 ・

Maughamは技法に意識的になることで文の勢い，

流れが失われることを恐れ，特殊な語法を特定の作品あ

るいは特定の場面に多用したり，個性的な表現を工夫す

ることを避ける。見事な文章，独創的なimages,詩的

幽幻性を彼の作品に見出すことはむずかしく10)彼の文
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(V)との奇妙な交友と， とDriffieldとAmyの結婚を回

想する場面でのNegationの多様性,特にNexusof

Deprecationの強烈さは注目すべきである｡Maugham

はこうしてMrs.Trafford,Kear,MrsDirffield

の体裁にこだわる生き方に不透明な表現を用い，間接的

にROsieの明快さを印象づけている。

一方，晩年のRosieであるMrs. Igguldenにこ

の否定表現という光を当てて承ると，心の乱れたRo-

sieの姿をうかがうことができる。 Driffieldとの間

の子供を失い，その事件から完全に解き放たれぬRo-

sieの心の秘密をのぞかせる場面(p･2弱より）での

Mrs・ Igguldenの言葉は否定的言辞がechoのよう

に響き，死に近いRosieの内面の分裂が溝を深めてい

る状況を示している。そこには無邪気な自然なRosie

の姿はなく，彼女のGafacetiousandevenflir-

tatiouscharacter'が半ば推測された暗示である事

実が明るゑになる。 この場面での否定表現はplotに

合致し, easystyleでありながら人物の心理や感覚に

応じた細叙に適した表現である。

否定表現と表現内容の適合の例として①ChapterI
後半のAshendenとKearとの辛辣な会話②Chap-

terⅦ前半でAshendenがtheDriffieldsへの

接近を迷う場面におけるIdon't～の頻出③Chap-

terⅧでのAshendenのRosieに対する疑惑と同

情④ChapterX後半, theDriffields失院による

Asbendenの驚樗⑤Chapterm:p. 125とp.127で

一文に3～4個所の否定が集中しRoyが事実を歪曲し

廻りくどくAshendenに要求する場面⑥Jasper

Gibbonの文壇よりの落伍をcynicalに描くp･ 154

などがある。

否定表現の感情的効果は無視できない。否定表現は望

ましい状態の欠如であり，人間の不幸を物語るが，上記

のplotと人物においてMaughamはその失われたも

のを具象的に提示していると考えられる。

一方,ChapterX前半で休暇で新しい背広を着て意

気高く帰省するAshendenを描写する場面は否定表

現は殆どなく活気に満ちた情景である。更にChap-

terXⅢのRosieとの再会の描写,LordGeorge

の人柄を描くp･66でも否定表現は少なく，澄んだ歪承

のない記述でclarityofstyleの良い例である。

否定表現を通してゑたMaughamの文体は， この

ように表現と内容が一致した適切な文体で，彼の主張す

る「無造作の効果」13)が随所に承うけられる。

以上，日常的な事物の描写によるactionsequence,

会話の一元性，否定表現の多様性について考察し’その

いずれもplotの流れ，表現内容の変化に応じて適合

し， しかもその変化を意識させぬstyleになっている

ことを述べた。この表現形式がこの小説の知的な構成

を支えており，作者の意識の領域と外側の構造とのバラ

ンスを巧承に維持している。文体に関する作者の考えは

この作品を書くことによって形成されたと考えられる。

＜注＞

1) RobertLorinCalder:W.Somerset

MaughamandtheQuestforFreedom

(Heinemann, 1972)p､269

2) R、A.Cordell :SomersetMaugham:

ABibliographicalandCriticalStudy

(Heinemann, 1961)p､94

3)W・SomersetMaugham:TheSumming

Up(Heinemann, 1971)p､216

4) Ibid. p.30

5) Ibid, p､266

6)HerbertRead:EnglishProseStyle

(Beacon, 1967)p.97

7)WilfredStone&． 』.G・Bell:PrOse

Style(McGraw-Hill, 1968)p.57

8) DavidCrystal&、DerekDavy:In-

vestigatingEnglishStyle(Longman,

1969)p･ 115

9) RobertLorinCalder:上掲書p･ 177

10) Ibid. p･300によると，他の作品に若干みう

けられるcliberty, enslavement'に関する

imagesは，この作品では皆無である。

11) (1)Chapterl,I,M,刑, XXm～XXW
叙述の時間

(2)Chapterm.V～X 第一の出会い

(3)ChapterXⅢ～X刑 第二の出会い

12) RobertLorinCalder上掲害p.217

13)W. SomersetMaugham上掲書p､42
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